
血
栓
性
静
脈
炎
テ
併
畿
h

t

u

’
窒
扶
斯
性
脊
椎

炎
ト
其
煮
沸
免
疫
元
療
法
－
一
就
テ

巴
＠
『
＠
『

日唱。回向ぜ一一伸一
ω
件当
wroω
何
回

品。同
1

問。
E
1
F丘町。回

，、。回
J

「

r

『。s
r

。1L
o
Z
Z
ω

冨回同
dr出。

問。
r
a
E
E
E
Sぬ
e
p吋
F
2
a
L
0・

LAw
－－一
z
r
g
a
zぬ
内
出
向
。
居
。

E
Fロ

何
回
ロ
島

一r同・0

ぐ
。
ロ
ロ
吋
・
時
・
吋
du『一【属
O
W
H・

（
kpg向山

2
。ュ

g
y
ι
E
z
－rι
旬
開
丘
話
可
］
・

d
D守
記
長
安
N
回
同
百
円
。
・
（
可
吋
え
－
H
）
『
・
同
・
ロ
0
・）

京
都
帝
凶
大
暴
整
形
外
科
教
室
（
伊
藤
教
授
指
導
〉

醤

皐

士

藤

麿

オミt

存河t

鶴

亀

腸
窒
扶
斯
ノ
一
合
併
症
ト
ジ
ア
骨
組
織
由
一
病
竃
ヲ
形
成
ジ
得
三
己
二
八
三
五
年
〈
広
三
含
ジ
呂
田
及
ピ

Fggods
氏
等
－
一
一
依

叫
ノ
ア
謹
明
セ
ラ
レ
タ
リ
ノ
、
其
後
一
八
八
五
年

g
z
a
氏
一
八
九
九
年
。
巳

E
W也
氏
一
九

O
三

年

ヲ
p
g
w乙
氏
等
A

何
モ
窒
斯
扶
性
脊
椎

炎
ヲ
認
メ
同
疾
患
－
一
就
キ
詳
遁
セ

y
、
国
］
町
田
及
ピ
営
団
宮
円
ノ
南
氏
A

一
九
一
三
年
迄
－
一
窒
扶
斯
性
脊
椎
炎
ノ
九
十
四
例
ヲ
丈
獄
中
－
一
見
タ

リ
ト
云
へ

η
ノ
、
然
レ
ド
モ
腸
窒
扶
斯
ガ
骨
－
一
炎
症
ヲ
合
併
ス

Y
A
比
較
的
稀
ナ
Y

コ
ト
衣
表
－
一
ヨ

Y
モ
朋
ナ

y
、
卸
チ

者：

者

吋位向
－HU
円！日ロ問。一『

H
M
O

色
。
吋
－
h
江口
。

切。吋伺第
昨
川
島
信

F「
陳

骨
－
一
合
併
症
ヲ
来
タ

セ
シ
患
者
敏

A
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一
六
一
一
六
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査
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第
オ
叫
品
世

「、
原

箸...... 

車普

軍主

二
四

〈
第
安
時
郁

二
四
）

一
∞
。
『
｝
口
酔
N

一
切
吋

EJN門
戸

一
六
八
六

A 

五
七
五

一
史
ユ
窒
扶
斯
菌
ノ
骨
－
一
劃
ス
M
F

好
援
部
位
－
一
就
－
ア
民
］
⑦
吉
氏
ノ
統
計
－
一
従
ヘ
バ
左
表
－
一
示
ス
ガ
如
ジ
。

三一－~－＇＿＿：一一
苦手 噌i

トγ

〉←

ヨ

0同
〉
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君事

E炉

語Cl

2臨

号車

tin 

5喜

E主
νv 
皿｛

rn 

隈

』宅

両市

悪

爵

日津

;mp 

司事

E事

;mp 

d
・
;m~ 

;m~ 

z事

;mp 

;m}: 

司事

↓l 

li 

[II 

[II 

国

百

一
同

凶叫い

it 

lilll 

ートiI 

上
記
ノ
表
ヲ
見
Y

－
二
貯
恥
渡
部
位
A

腔
骨
、
肋
骨
、
大
腿
骨
ニ
ジ
ア
他
A

何
レ
モ
僅
少
ナ

y
。

F
T
5
2
氏
－
一
依
V

バ
窒
扶
斯
性
骨
疾
病
患

者
ノ
八
七
%
＼

2
2
Z』

7
2
2
d

及
ピ
ヨ
乙
乙
南
氏
－
一
依
レ
バ
八
六

M
A
膝
骨
ナ
ク
ト
云
フ
。
反
之
脊
椎
ノ
侵
害
セ
ラ

y
y
コ
ト

A最
モ
稀
有

ニ
ジ
ア
同
乙
で
き
ロ
ミ
氏
A

一
八

O
O
ノ
窒
扶
斯
患
者
中
只
一
人
ヲ
見
タ

Y
ノ
ミ
ナ

9
0

本
邦
一
一
一
於
－
ア
A

関
口
博
士
ノ
二
例
、
名
倉
氏
ノ
廿
三
例
ノ
窒
扶
斯
性
脊
椎
炎
患
者
ノ
報
告
ア
レ
ド
モ
、
本
邦
ノ
如
キ
A

欧
米
－
一
比
uv
－
プ
腸
窒

扶
斯
患
者
ノ
多
キ
国
－
一
於
ア
斯
ノ
如
キ
有
様
ナ

Y
2
v
以
－
プ
其
稀
有
ナ

Y

コ
ト
モ
推
察
ス

Y

－
一
難
カ
ラ
ズ
。

向
余
ノ
報
告
セ
ン
ト
欲
ス
グ
慮
ノ
者
A

左
側
股
静
脈
ノ
血
栓
性
静
脈
炎
ヲ
合
併
セ

Y
窒
扶
斯
性
脊
椎
炎
一
一

セ
Y
文
献
中
－
一
於
－
ア
λ

一
九
一
四
年

C
2
5ロ
氏
ノ
報
告
セ

Y

一
例
ア

Y
ノ
ミ
。

ジ
ア
本
例
ノ
如
キ
人
余
ノ
渉
磁

郎
チ
余
ノ
例
A

気
O
さ

O

四
十
歳

書
家



既
往
症
血
族
健
康
、
九
歳
ニ
ジ
ア
加
答
児
性
黄
痘
－
一
躍

y
、
三
十
一
歳
ノ
時
右
肺
尖
加
答
児
ヲ
病
ミ
ジ
他
著
患
ヲ
知
ラ
ズ
。
大
正
十
二
年
九

月
十
八
日
腸
窒
扶
斯
ノ
診
断
ノ
下
一
一
営
院
島
薗
内
科
へ
入
院
ジ
翌
年
一
月
十
五
日
軽
快
退
院
ス
。

内
科
入
院
常
時
ノ
ク
ー
タ

1
Y
氏
反
感
（
大
止
十
二
年
九
月
十
八
日
検
査
）
A

窒
扶
斯
菌
－
一
－
7

A

下
ノ
如
シ
。

同 l論議
主社主高？

陸。
Ot 

口、
0 

】
（
ず
（
）

日。。

A
F
C
O
 

∞。。

同品。。

＋ 
→喝

→ー
→ー

ー←
→ー

ート
寸ー

+ 
→ー

Iト

「
バ
ラ
チ
プ
ス
」
A
及
ピ
「
．
で
ブ
チ
フ
ス
」
u
b
A

何
レ
ノ
稀
稗
度
－
一
ア
モ
陰
性
。

右
疾
病
経
過
中
大
正
十
二
年
十
月
廿
二
日
頃
ヨ
廿
ノ
左
股
静
脈
ノ
血
栓
性
静
脈
炎
ヲ
併
費
γ
加
之
左
股
関
節
ノ
翠
縮
ヲ
来
タ
セ
ジ
ヲ
以
ア
大
正

十
三
年
一
月
十
六
日
我
ガ
整
形
外
科
へ
轄
室
セ

y
。

現
在
症
轄
室
後
左
股
闘
節
ノ
盤
縮
－
一
向
ツ
テ
「
マ
ヅ
サ

1
ヂ
L
、
機
械
運
動
、
下
肢
牽
引
法
及
ピ
歩
行
練
習
ヲ
替
マ
ジ
メ
同
年
六
月
十
日
頃
ヨ

リ
特
－
一
歩
行
練
習
ヲ
烈
ジ
ク
セ
シ
ニ
同
月
十
七
日
ニ
至
リ
突
然
舟
九
度
五
分
ノ
熱
費
ヲ
来
ジ
同
時
－
一
第
三
第
四
腰
推
－
一
疹
痛
ヲ
訴
へ
腰
部
－
一

倦
怠
ノ
戚
ヲ
起
セ
リ
。
健
温
A

四
日
後
一
一
平
熱
－
一
復
鯖
セ

Y

モ
腰
椎
－
一
一
鈍
痛
存
績
ジ
腰
部
一
一
倦
怠
ノ
戚
依
然
タ
η
ノ
。
同
月
廿
日
ニ
至
リ
ア
歩

行
時
左
下
肢
ニ
牽
引
性
疹
痛
ヲ
訴
へ
左
側
警
部
坐
骨
紳
経
根
部
ニ
腰
痛
賠
ヲ
認
メ
タ
リ
。
前
向
側
股
静
脈
ノ
走
行
－
一
泊
ヒ
ア
歩
行
時
－
二
勿

論
安
静

M
－
一
毛
鈍
痛
時
一
二
劇
痛
ヲ
訴
ヘ
タ

y
。

営
時
食
慾
．
小
振
、
睡
眠
不
良
．
便
一
日
一
行

現
症
（
大
正
十
三
年
六
月
廿
一
日
）
鰻
格
替
養
共
－
一
中
等
、
皮
膚
稿
々
蒼
白
、
脈
樽
整
順
緊
張
度
良
ナ
Y

モ
稲
守
小
一
分
時
一
一

O
至
。
頭
部

顔
面
共
－
一
鐙
化
ナ
ク
、
頭
部
淋
巴
腺
肺
脹
セ
ズ
。
肺
臓
健
常
、
心
臓
ノ
作
用
λ

軽
度
－
一
昂
進
ス
U
F

奇
心
一
昔
尋
常
。
腹
部
亦
尋
常
－
一
ジ
ア
異
常
ノ

祇
抗
及
ピ
崎
到
運
動
ヲ
見
ズ
、
肝
臓
A

右
季
肋
下
縁
－
一
於
－
プ
僅
カ
ニ
鯛
知
ス

Y
モ
制
度
尋
常
、
南
側
腎
臓
並
ピ
ニ
牌
臓
A

共
ニ
鯛
知
セ
ズ
。
雨
側

上
肢
及
ピ
右
側
下
肢
－
一
A

運
動
並
ピ
－
7
知
自
覚
障
磯
ヲ
認
メ
ズ
。
尿
A

黄
禍
色
清
明
、
比
重
一

O
一
八
、
弱
酸
性
－
一
シ
ア
病
的
組
織
的
乃
至
化
事

付

m
武品位

F可

原

著
~ 

藤

森

五

〈
第
出
品
競

二
比
）



廿
別
式
品
位

F可

原

著
、~

藤

森

一一ムハ

〈
第
登
時
制

一一六）

的
成
分
ヲ
合
有
セ
ズ
。

局
所
所
見
脊
柱
A

異
常
ノ
轡
曲
ヲ
呈
セ
ザ
M
Y

毛
第
三
｜
第
四
腰
椎
部
A

約
一
銭
銅
賞
大
－
一
卒
盤
朕
－
一
腫
脹
ジ
主
（
限
界
銑
ナ
ラ
ズ
。
該
部
ノ

皮
膚
梢
々
肥
厚
ス

Y

モ
静
脈
ノ
怒
脹
、
浮
腫
、
持
動
等
無
ク
怒
責
セ
ジ
ム

Y

モ
異
鐙
7
・
来
タ
サ
ズ
。
鯛
診
ス

Y

－
一
一
熱
戚
ナ
グ
）
指
位
：

1
1
脳

肱
迫
症
朕
ヲ
起
ナ
ズ
、
亦
タ
座
抵
性
ヲ
示
テ
ズ
。
陣
一
痛
波
動
共
－
一
読
明
セ
ズ
。
船
用
コ
ナ
｜
恥
舟

m同駅
松
ハ

r
r
r一払
MAh日
山
明
日
、
引
い
ノ」
路
舟
引
／
訴
戸

川
ド
ル
妙
心
一
紗
直
小
動
メ
治
、
同
和
ハ
「
に
、
ン
、
ト
ー
パ
ン
心
像
－
一
ヤ
恥
手
動
ナ
マ

左
側
下
肢
右
側
ニ
比
シ
ア
萎
縮
セ
ズ
。
何
V

ノ
部
－
一
毛
静
脈
ノ
怒
脹
ナ
キ
モ
、
足
背
部
ノ
皮
膚
軽
度
－
－
浮
腫
γ
且
ヅ
暗
紫
色
ヲ
呈
ス
。
直
立

セ
ジ
ム

Y
時
A

特
ニ
著
明
ナ

y
。
鯛
診
ス

Y

由
一
股
動
脈
、
膝
胴
動
脈
及
ピ
足
背
動
脈
ノ
樽
動
A

健
側
－
一
比
ジ
ア
異
獲
無
ジ
。
ス
カ
Y

バ
氏
三
角

部
ニ
於
－
ア
股
静
脈
A

甚
シ
キ
腰
痛
性
ヲ
示
ジ
、
該
静
脈
A

栂
指
頭
大
－
一
腫
脹
シ
ア
下
腿
下
三
分
一
以
下
足
尖
迄
健
側
－
一
比
ジ
梢
々
寒
冷
ナ
リ
。

坐
骨
神
経
A

業
走
行
二
明
治
ヒ
テ
著
ジ
キ
歴
痛
ヲ
訴
フ
。

左
側
股
関
節
一
一
運
動
障
擬
ア
リ
。
屈
曲
λ

百
品
川
度
。
内
轄
、
外
韓
共
－
一
制
限
セ
ラ
u
y

、
モ
腸
骨
並
ピ
ユ
下
肢
骨
－
一
異
常
ナ
ジ
膝
蓋
及
ピ
ア
ヒ

レ
ス
腿
反
射
共
－
一
僅
カ
－
一
光
準
ス
。

診
断
以
上
ノ
病
歴
並
ピ
ニ
現
症
－
一
徴
ス
レ
バ
葉
診
断
モ
従
ヒ
ア
容
易
一
一
シ
－
7
砂
金
粉
恥
紗
松
中
討
を
山
間
配
松
怯
ル
枠
析
か
汎
わ
品
川
払
ほ
の
や
や

ゆ
い
れ
斡
必
併
－
一
争
勝
ι
r
h
f
骨
動
わ
れ
小
ハ
－
n
m
一
い
川
和
内
れ
わ
恥
あ
れ
…
二
動
か
れ
小
川
ナ
η
ノ
。
向
本
患
者
ノ
既
往
症
、
局
所
所
見
ヲ
綜

合
ス

Y
時

A
£
5
5
ro
氏
ノ
報
告
セ

Y
窒
扶
斯
性
脊
椎
炎
ト
符
節
ヲ
合
セ
タ
M
y
d
N

如
キ
モ
ノ
ア

y
。

然

y
ト
雄
文
献
ヲ
案
ズ

Y

－
一
宮
山
伏
炉

r
f
r
pハ
ム
人

PJ影、
r

防
宮
山
伏
祈
パ
ノ
舵
宮
市

mAr松山地
rrJ一
軒
ん
伊
ρ
川
ポ
ハ

J一いぜいノ、恥
mh叫
俳
配

、
、
、
、
、
、
、
、
、

－
一
竿
年
以
上
ヲ
経
タ
Y
者

A極
メ
ア
稀
ニ
見
川
小
引
い
－
n
、
rm閃
ハ
虻
引
い
f
u
h一
竿

mTrrノ
経
山
地
れ
ノ
有
ス
U
Y

ヲ
以

4

プ
愈
業
診
断

T
r
Fいれノ

ジ
メ
シ
一
一
紗
酔
砂
除
か
や
一
止
骨
払
ヂ
ム
W
恥
わ
山
下
野
山
。
葱
ニ
於
ア
余
A

川
副
J
ぺ
氏
十
二
指
腸
「
ゾ
シ
デ
」
ヲ
以
－
プ
膿
汁
ヲ
採
取
ジ
細
菌
皐
的

並
ピ
ニ
血
清
撃
的
検
索
ノ
材
料
－
一
供
セ
リ
ノ
。

（
甲
）
細
菌
皐
的
検
査
成
績



－
遠
藤
氏
「
ア
ク
ジ
ン
」
寒
天
卒
面
培
養
基
－
一
膿
汁
ヲ
塗
布
セ

γ
－
一
多
数
ノ
「
コ
ロ
ニ
ー
」
ヲ
費
生
ス
。
該
「
コ
ロ
ニ
ー
に
小
且
ッ
無
色
透
明

ニ
ジ
ア
腸
窒
扶
斯
菌
ノ
ソ
V

ユ
初
得
セ
η
ノ。

江
該
「
コ
ロ
ニ
ー
」
ノ
一
部
ヲ
取

y
数
種
ノ
培
養
基
二
時
殖
セ

Y

－一

川
「
グ
ラ
チ
シ
」
液
化
ス
w
y

コ
ト
ナ
ク
葬
部
ノ
葡
萄
状
「
コ
ロ
－
て
l
」

ヲ

形

成

ス

。

ト

ト

L

2～

小

川

「

プ

イ

ヨ

シ

」

平

等

－

一

一

個

濁

ス

。

、

川
門
「
。
へ
プ
ト
シ
」
水
調
濁
卒
等
「
イ
シ
ロ

1
Y
」

ヲ

産

生

セ

ズ

。

一

例
馬
鈴
薯
「
コ
ロ
ニ
ー
」
ノ
費
生
ヲ
見
ズ
（
中
性
－
一
－
ア
）
。

付
牛
乳
凝
固
セ
ズ
。

的

W
衛
荷
糖
寒
天
克
斯
ヲ
費
生
セ
ズ
。

ωつ
フ
ク
ム
ス
」
乳
清
帯
紅
紫
色
。

山
懸
満
検
査
活
援
ニ
運
動
ス

Y
定
型
的
窒
扶
斯
梓
前
ヲ
見
y
。

W
川
利
川
川
氏
「
メ
チ
レ
シ
」
青
液
染
色
－
一
－
プ
南
端
九
キ
梓
菌
ヲ
見
Y
グ
ラ
ム
氏
染
色
陰
性
。

（
乙
）
血
清
皐
的
検
査
成
績

－
本
筒
ノ
廿
四
時
間
寒
天
斜
面
培
養
基
ヨ
リ
得
タ
Y
菌
液
ト
腸
窒
扶
斯
商
免
疫
馬
血
清
（
凝
集
債
Z
o
o
S
ト
ノ
凝
集
反
膝
度
A

左
表
ノ
如

J、，
Zノ。

i。
〈二，，

由。

い｛。。

凶。。

品
（
）
（
）

ツ士
（ 

↑
淳
一
四
一
市
一

一
4
再
引
長
官

「「
江
本
患
者
ヨ

y
得
タ
w
y

大
腸
菌
ト
上
連
勝
窒
扶
斯
雨
免
疫
血
清
ト
ノ
凝
集
反
感
度
A

究
表
ノ
如
シ
。

第
武
谷

］ 
（ -・ （ 

｝ 
（ 

） 

主

ー←
十

一←
ー←

＋ 
＋ 

ヰ

ー←

什

「、

原

著】

藤

森

七

｛
第
昌
弘
競

二
七
）



第
武
品
位

F園、
原

森

著
】

車長

一回
m
低
記
本
忠
守
的
汁

ヨ
リ
培
養
ジ
符
タ
Y
菌
液
ト
本
患
者
血
清
ト
ノ
凝
集
反
感
度
A

下
ノ
如
ジ
。

司
『

υ」
ペ
寸
寸
寸
ペ
つ
1
J叶
づ
引

一三
ぺ
つ
J

4
「
叶
寸
J－

J
J

W
本
患
者
血
清
ト
浅
川
氏
腸
窒
扶
斯
診
断
披
ト
ノ
凝
集
反
臆
度
A

左
ノ
如
ジ
。

、。
"" 

ココ

＋ 

トト

Hoc

－
 

∞C
C
 

回。。

J
F
C（
｝
 

(,< 

＋ 
・十

｝＋ 

時
ー
－

U

4

i

－ぃ
己
Z

F
vp
a

＝
s，
 

言
議

町

一

点
（
〔
～

4
5
一

ョhr 

H
C
C
 

∞C
C
 

H

∞c
c
 

M
C
C
 

品。。

＋ 
十

’← 
－← 

－← ・←

’← ・←

二
八

（第
小
川
波

二
八
〉

叙
上
ノ
成
績
ヲ
見
Y

－
一
本
患
者
A

窒
扶
斯
菌
携
帯
者
ナ
Y

コ
ト
明
確
－
一
ジ
ア
、
従
ッ
ア
本
疾
病
モ
亦
窒
扶
斯
菌
或
A

其
毒
素
－
一
因
Y

モ
ノ
ナ

y
コ
ト
殆
ン
ド
疑
ア
・容
Y

ペ
カ
ラ
ズ
。

治
療
法
窒
扶
斯
性
骨
疾
患
特
ニ
脊
椎
炎
A

非
観
血
的
療
法
－
一
－
ア
治
療
ジ
得
Y

コ
ト
A

屡
々
文
献
中
－
一
散
見
ス

Y
所
ニ
ジ
ア
、
脊
椎
ノ
疹
痛
－
一

封
ジ
ア
A

姑
息
的
ニ
「
サ
リ
チ

l
y
」
酸
製
剤
、
沃
度
剤
、
水
蛇
又
A

「ア

Y

コ
ホ
1

Y
」
ノ
浪
布
ア
用
ヰ
（
沼
町
包
岳
山
D
巳

gwo）
、
劇
痛
一
一
一
割
シ

ア
A

睡
眠
薬
ヲ
施
ジ
（
『
心
・
2
二

2
・Z
3・）
、
麻
庫
症
賦
ヲ
呈
セ
M
F

モ
ノ
ユ
A

勝
様
銀
ノ
塗
擦
ヲ
行
ヘ
リ
。

（
3
1
2
F
E）
向
ホ
待
期
的
－
一
A

古

来
ヨ
リ
最
モ
多
ク
義
布
斯
床
義
布
斯
「
コ

Y
セ
ッ
ト
」
ヲ
装
用
セ
リ
ノ

0
2
F年｝
g
m
u
H
C
5
5
0回
一
回
］
］
告
一
回
P
］宮

5
3‘
等
）
夏
一
一
進
ミ
「
ヲ
グ
チ

シ
L

療
法
ヲ
以
－
プ
聴
快
セ
ジ
例
λ

？
と
戸
田
山
同
2

a
H
H

］
三
百
氏
等
－
一
ヨ
リ
報
告
セ
ラ
レ
タ
リ
。



、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、

排
－
プ
余
等
A

本
患
者
－
一
封
ジ
義
布
斯
床
ヲ
試
ミ
Y

コ
ト
四
十
日
二
及
ピ
タ
レ
ド
モ
、
患
者
ノ
白
魔
的
症
航
A

軽
快
セ
ザ

y
ノ
ミ
ナ
ラ
f
、
勝

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

脱
直
腸
麻
庫
襲
来
し

v
d

南
便
ノ
失
禁
ヲ
モ
訴
フ
Y

－
一
至
レ
リ
。

設
－
一
於
－
ア
余
ハ
原
図
的
療
法
ト
ジ
ア
本
患
者
一
一
組
到
し
γ

一
括
－
一
一
一
斑
ノ
割
合
ニ
ア
自
家
煮
沸
免
疫
元
（
鳥
潟
数
授
）
ヲ
作
製
ジ
之
レ
ガ
静
脈
内

注
射
ヲ
施
ス
コ
ト
十
回
（
毎
日
一
回

0
・
七
括
）
ニ
及
ピ
ジ
ニ
腰
部
倦
怠
ノ
戚
脊
椎
ノ
痛
戚
、
及
ピ
左
股
静
脈
、
坐
骨
紳
経
ノ
疹
痛
等
何
レ
モ
軽

快
ニ
趣
キ
麻
庫
モ
亦
漸
・
次
回
復
セ
リ
ノ
。

向
ホ
注
射
ァ
継
行
ス
M
F

コ
ト
廿
回
（
毎
日
一
回
0
・
七
括
静
脈
内
）
－
一
ジ
ア
殆
ン
「
綿
ア
ノ
自
費
症
状
A

消
散
γ
、
只
僅
カ
ニ
左
股
静
脈
ノ
走

行
二
階
ヒ
ア
歴
痛
ヲ
残
ス
ノ
ミ
ト
ナ
レ
η
ノ。

而
uv
’
プ
上
記
諸
症
殆
ン
ド
消
浪
一
シ
タ
Y
ノ
目
印
チ
大
正
十
三
年
九
月
三
日
再
ピ
十
二
指
腸
「
グ
ン
デ
L

ヲ
以
－
プ
謄
汁
ヲ
採
取
ジ
、
前
回
同
様

細
菌
準
的
検
査
ヲ
行
ヒ
ジ
－
一
室
扶
斯
蘭
ヲ
詮
明
ス
Y

コ
ト
能
A

ザ
リ
ノ
ジ
モ
、
唯
僅
少
ナ
Y
大
腸
菌
ノ
「
コ
ロ
ニ
ー
」
ヲ
得
タ
Y

ヲ
以
ア
余
A

夏

－
尋
問
該
大
腸
菌
々
液
ト
既
記
腸
窒
扶
斯
菌
免
疫
馬
血
清
（
凝
集
債
z
o
o
S
ト
ノ
間
－
一
凝
集
反
感
試
験
ヲ
試
ミ
ジ
ニ
葉
結
果
A

究
ノ
如
ク
表
A

v
b
p
y
。

一

鐸

議

骨

－

一

一

一

一

誠

一

一

一

一

一

番

蔀

一

一

一

一

｜

－

－

 F
」

一

一

一

一

一

一

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

斯
ク
ノ
如
ク
本
患
者
A

四
十
日
間
義
布
斯
床
上
－
一
安
臥
セ
シ
メ
タ
Y

－
一
脊
椎
炎
ノ
症
吠
A

頑
ト
ジ
ア
快
方
－
一
赴
品
川
ザ
η
ノ
ジ
ニ
自
家
煮
沸
見

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

疫
一
冗
ノ
静
脈
内
注
射
ヲ
開
始
し
V

－
プ
ヨ
叶
ノ
総
－
7

ノ
自
覚
症
肢
急
速
－
一
軽
快
シ
、
舟
回
全
量
二
一
括
ノ
静
脈
内
注
射
－
一
ヨ
リ
こ
プ
殆
シ
ド
金
ク
治
癒
シ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

タ
Y

ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
細
菌
皐
的
並
ピ
ュ
血
清
皐
的
検
査
一
一
於
－
プ
モ
既
ニ
窒
扶
斯
菌
ヲ
謹
明
ス
w
y

コ
ト
能
A

ザ
Y

－一至
η
ノし
V

A

葦
uv

偶
然
ノ
結
果

ト
A

思
考
し
V

得
－
プ
レ
ザ
Y
所
ナ
リ
。

自

°' 己〉

】。。

M
C
C
 

品
。
（
）

∞C
C
 

】由。。

十

ft 

大
正
十
二
年
六
月
大
阪
ニ
開
催
セ
ラ
レ
タ
Y
第
十
六
回
近
畿
外
科
集
談
曾
－
一
於
ア
工
藤
皐
士
－
一
ヨ

2
プ
『
煮
沸
免
疫
一
克
－
一
ヨ
リ
治
療
セ
ラ
レ

第
戒
・
谷

，....‘ 
原

著、4

藤

森

二
九

〈
第
昌
弘
競

二
九
）



者ま
t正母印

【田正
紳］

縫
縫

1110 
（量産

崩
事
長

1110
)
 

、々
ヒ「

Tト
ハ
代
」
説
室
！
｛

II!:慢
！』ヘ

li豆
、
詳
和
市
爪
斗
々

、p、
。
醤
斗
糊
ふ
区
蝋
噸
司
王
将
霧
威
張
~1~ヘ，，，

11 
rn 
';:"'¥ 
＇＂－混様

h
眠
気
ミ
曜
黒
ヘ
恒
志
水

爪
入
。
立
5
斗

tι
叩
長
与
骨
卒
、
主
主
存
主
誕
酬

11幸三th.噌
王
手
ヘ
結
，

rlホ
r、
ふ
~
謡

11H鑓
時
十

4
く

;tr,霊
幅
制
！
日
h
m:; 

I¥ ~ 
11

事！！！＇；：＂＇＼幡く
0
・
111忠

’
世

11

く
0
・
午
忠

h
経

醤
rK:

11 
,. 

i訴
ミ
世
く

1
・o
~
~
全員ト

11却
装
ふ
’
議

W
ゆ
却
装
盤
ヘ
~
~
叩
盤

11
く
開

[j]，.幡く
111巴

’
同
回
目
端
k
ベ
！
穏

包担IF~型
々
E
ぼ
く
告
示
釈
が
れ
〉
々
、ミ

堤富特
0
・
同
一
0
・
午
謝
申
田

l
＠
［
経
単
rK:

u
：出義~~巳

A
盤
く
E
緋
持
母
三
ヘ
高
是
土

m:;木
、
是
認
wm貢

k
., 

'*" 
t総宅宗

h
争時ふ号

t
~
 
n

占
h
判
縦
が
爪
斗
宅
九

号、。

~
＼
ト
犠
く
E
ぽ
ヘ
担
鋳
群
母
ロ

11
i可
室
ふ
糧
；
！
；
？
.
ヘ
犯
瞭
十々

志
h
~＂°＂~＂＇ 

lh.
星
宿
ヘ

J妻
、
起
草
手
主
！
民
世
田
在

11
l露
判
中
ヘ
詔
蝉
躍
報
ト
醤
穴
場
E

~
~
叩
ヘ
ホ
官
、
。
話

114R
く
遡
々
1
~
ヘ
沼
盤
~11

環
H「
み
~
w
~
蝋
盛
自
民
将
窓
ぽ
劉

1~
11
恥
瑚
~
ふ
々

、注者眠
11歪；」－

~th.書~
'" t封

11
~
幹
和

代
ミ
話
~
~
~
~
。

震
掛

11
笹
川

,g:君
主
時
誕
側
道
重
野
宮
誕
臨
ヘ

S霊
感
腔
ホ
ミ

5童
謡
~
~

·賎
羅
代
。
（
＋
＜
同
十
川
崎
ト
十
民
中
岡
田
）

Z
u
s
a
m
m
e
n
f
a
s
s
u
n
g
.
 

E
月

lmrn1d1
e

sich 
u
m
 cin

e
 4
0
 
ji.d

u
i
ge 

F
r
a
u
 
rnit 

typisclwr 
S
p
o
ndylitis 

typhos
凡

u
n
d

T
h
rom

b
o
p
h
r
e
b
i
t
i
s
 
der 

linker
玉
、

V
ena,

 ぬ
叩
h
en

a
n
r
n
g
n
山

υ
i
u
 
tl1
ro

日
1l川

ih
rchi

tisclien 
8
v
rn pt

川
附

tratcn 
w
ii.hrend 

der 
R
e
k
o
v
a
l
e
Rzen

z
zc
it 

auf, 
jedoch 

die 
sp
o
m
l
）’litischen 

E
r
F
c
h
e
i
n
n
n
g
e
n
 
spii.t 

ers
古

11ach
8
 Morniten 

n
a
c
h
 
d
er 

H
e
i
l
u
n
g
 
v
o
n
 
T
y
p
h
u
s
 abdorninalis. 

D
i
e
 Patientin 

wurcle 
z
n
n
iicl1st 

1:
:ittel

昭
d
ef.I

G
i
p
日bettes

4
0
 
'l'age 

lnllg 
vergebens 

belmndelt. 
D
i
e
 
Rpondyliti

~c
h
e
n
 
S
y
m
p
t
o
m
e
 w
u
r
d
e
n
 tr

o
七z

der 
11
eh

an
d
lun

g
 allmahliclt 

~chlimrn
cr, 

so 
class 

n
o
c
h
 
rl
a
z
u
 
Ric

h
 Bl:t

scn-
u
n
d
 
M
a
s
t
d
a
r
m
s
t
o
r
u
n
g
 
gesellte. 

Schlies
自lie

｝
 

l
 

n
乱
lnn

巳
ll

＼、，
ir

Z
u
f
r
n
c
h
t
 
zitr 

I¥okt(lininrn110
ぷ
enthernpi

‘一
Z
u

di
白s

e
m

Z
w
巴ek

e
11乱

b
e
n

w
i
r
 
mittels 

einer 
D
u
o
d
e
n
a
l
s
o
n
d
e
 
eine 

Portion 
der 

Bla
~c11g<tlle 

h
er

n
m
h
ufiぃnl

ert
m1cl 

d
a
n
m
s
 
d
e
n
 
Ibeill1rn 

typhοRUR
司
d
e
n

di& 
Patientin 

tr
a
g
t, 

rein 
ge

z
色
chtet.

D:trnit 
h
n
 h
e
n
 
wir 

n
ac
h
 der 

ori
g
in

川
en

A
 ng
a
h
c
 
v
o
n
 
H
errn 

P1
・of・

何
F
川

Dr.
R. 

Torilrnt
a
.
 d
e
m
 
Erfinder 

der 
K
o
k
t
o
i
m
-

lll 
n
n
o
g
e
n
e,

 ein 
A
 11 tok

o
ktoi nrnrnn

og
e
n
 
v
o
n
 
'l'y]'llll

日l
m
zillen

Ye
rfortig

t. 
D
i
e
 
Patientin 

erhielt 
d
乱
n
n

d
a
vo
n
 0,7 

cc
.
 pro 

die 
tiig

lich 
e
i
n
m
a
l
 
intr

孔
刊
ni_iR.

N
a
c
h
 10 

lllalig
en

 Inj
ekti

one
n
 v
o
m
 E
o
k
t
o
i
m
r
n
u
n
o
g
e
n
,
 
welches 

o
h
n
e
 jede 

N
e
b
e
n
w
i
r
k
u
n
g
 
v
o
n
 



..:>der Patientin jedesmal gut ertra.gen wun1e, waren die fleRcln¥'L rd en bedeutend gebessert. ¥i¥Tir habeu die Injektiou noch 

frn・ 20 Ta伊 fortgesetzt und gefunden, <lass die Beschwerdeu sowohl subjektiv als auch objektiv bis auf eine 

leichtgi-adige Druck em phindl ich Iζei七derlinken Vena saphena nrngna fast total verschwunden sind. Jetzもstelltees sich 

1hm・剖ts, <lass die nochmals her乱usgenomrnene BlasengaJle ganz frei von Typhusb乱zil1en war. Die l:¥ttientin ausserte 

sich sehr dankbar. (Antoreferat) 
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